
短波滑失現象と地球磁場の愛化 （第三報）ω

今道周

前二閣の調査【りに於て主任者は短波消失現象に伴ふ地球磁場の費化（以後此の磁力製4むを彩府型

捷佑と略稀す〉の概要を述べ，電離居の電離密度増加を推算し，且つ壇賞II.偲定のもとに磁無嵐の

生因と考へらる L太陽からの徴粒子の越度に就いて考察した．今聞の調査に於ては此等雨現象の生

起開設，其の季節鍵化，蓄を佑の型式分類等を配し，再び電離密度愛4むを推算して，前に得た結果を

補正し，進んで此の現象の際には正規日費化のみに限らず一般に其の現象費現時刻に於ける磁力艶

佑を増大せしむる方向に費佑を生ずる事を明かにし，此の事から磁場擾鼠電流は E 暦及び其の下

方迄到達してゐる事を推察した．

I.短漉清失現象の同数と影層型倒tの岡敏

電波に闘するものは国際無娘遁信株式合祉よりの2596年から2601年迄の報告によるもので・，磁

力袈佑は柿岡地磁気現測所の磁力強化配録から得たものである．第 1圏中の鎖線は報告された消

失現象の同数を年別に記入し鈷線は太陽黒助政の鑓化を示してゐる． 消失現象の同撒は 2601年に

念増してゐるが，此れは現象自身の増加よりも測定器の精度の増加及び此の現象に封する注意の程

度が商くたった鴬めであるふと思はれる．此の 2601年の値を除けば消失現議曲線と太陽黒鮎撤曲
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46 忽波1常失現象と地球磁揚のS題化〈鎗S報ヲ

棋とはよく平行してゐる．吠に甜の黒鈷極大期附近はEうでるったかを調ベる矯めに，磁無配線上

確賀に彩居型艶佑と認めらる Lもののみに就き 258<1年以来の配織を調査し，其の同教を・即にて

記入し賀線により平均曲線を霊いた．確質に彩居型鍵佑と認めらる与ものは此の饗佑のうちの著し
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いものに多〈，此等の艶化は彩居螺費強度の大友るものに起因すると考・へられるから叫此の困よ

b温度の大きい彩居媒置は太陽黒舗数の靖加より遮れて生じ，業の嚢温も黒S占週期より遅れる傾向

がある事が考へられる．此の貼に就いての調査は興味ある事と思ふ．

n. 極めτ明瞭なる話器層型聾化の季節蟹化

彩居型提抱の中で消火・現象の通報によちたくても磁気配鎌上明かに彩居型饗4じである事を認め得

らる hもののみを取り出して，各月別に記入したものが第 2闘であって，第 3聞は短波消失現象

の季節袈佑である．比れによると消失現象はかなP騎が散乱してゐるが兎も角勤線の様た平均曲線

が引かれ， 5,6, 7月頃に最も多く冬期は少なくたってゐる．然し 8月に特に多いのは注意を要す

る．第3圃に比較して，第2闘の磁力饗化は踏の散説程度治沙君主〈平均曲繰も遁営と考へられる．

此の磁力竣佑も 5,6, 7月頃最大とたり冬期に少たくたってゐる．消失現象が夏期に多〈冬期に少

たい事は此の調査に使用した報告が殆んE，北半球に於ける逓信K限られて居るので，太陽光棋の

到達孟が多より瓦に多い事と同様た考へにより了解されるものと思ふ．磁力縫4じが泊失現象と平行

であるのは嘗然と考へられるが，更に彩居型鑓佑の大きさは其の時の磁力日饗・..ftの振幅に比例して

ゐるから掻幅の大きい夏には小さい多より見かけ上鑓佑の出現が多くたる傾向がある事も第 2圃

の結果に影響を奥へてゐる．

m. 彰層型型化の形披

短波消失現象の際に起る磁力艶化の形般は多様であるが，犬別して吠の三種に別ける事が出来る．



短波1宵失現象と地縁磁場の後化〈虫駆S報〉

1. 

此等の提化は車滴に起るとと

もあり互に重り合って起るとと

もある．第4聞は此等の蓄を北の

形獄を示したもので曲線下方の

数字は日本時聞を示し縦貼線上

方の数字は短波消失現象の起り

始めと態りの時刻を示してゐ

る．左方の矢印は寸法値と各要

素の増大方向とを表はし， E

は7.k.2f-分力， Dは偏角，

直分力の略記でるる．

間中 Iより IV詰はV字紙

襲化で最も簡単で且つ明瞭に現

iまれるものである．此の艶佑は

記録上では普通撒会乃至 30会

位穂積し，一般に起り初めから

極大叉は極小に遣する迄の時間

は此等の極より艶化の終るまで

の時聞に比し小であって約其の

牟分位でるる．叉 IIの場合の

様に極から絶るまでの時聞が

かたり長いものもある・ V字放 !20' 

が平坦たものもあり，叉念角度 。

のものもあるが彩居形援佑の中旬’ 1" 

では此の型の饗化が最も多〈現

はれる.vより XIIIまでは振
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48 鐙波泊失現象と地主家磁4暑のI!化 〈悠S報3

動性襲化に麗し，比のうち V より VIIIまでは比較的長週期提佑のもので， IXより玄IIIまで

は微細掻動のものである．此の按動性の襲佑は V 字紙鑓化と重たって出現する場合が多〈，殊

に V字紙捷化の起り初めから極大叉は極小に遣するまで按動してゐる事が多い. VIIIや XIは

其の例である．磁場が念に艶化するとき斯様左振動が起るととは念始嵐の念始都，叉拡滞欺麹4む

の起り始め等によく見らる与ものでるって，上層太無中に突然進入するエネルギーによって，電離

献態又は大気の運動欣指が擾凱されて電磁的握動を起し， t盤入がやむに~Jって按動も止み，イオン

の再結合等静的左足現象により次第に復奮するものと考へられる.VII, JX, X, XII等の様に連鎖

して振動が起ってゐる鑓佑がある治ち比等の襲4むは金値として比較的平坦たものが多く，エネルギ

ーの進スが突費的でたし徐々に入り来り比較的長〈稽践し，且つ其の誠少も徐々に行はる Lもの

の様に思はれる.XIV及び玄Vは大きい長時間の襲名に屈するもので其等の鑓化は自費佑θ振幅

に比較し得る程犬である． 玄IVに於ては愈始嵐が引きつどき起ってゐるのが見られ， xvl'C於て

は D の起り初めに振動が伴ってゐるのがよく示されてゐる．此の型の襲化は出現か嚇れであって，

明瞭に出てゐるものは此の二つの場合のみである．何れも生起は念であるが，復恋には長時聞を要

してゐる．一般に捷化が大きい程復蓄に長時間を要する傾向があるから，此の費私型は前のニつの

型の何れかに入るべきものであるが，見かけ上他のものより馨るしいので便宜上直別して置いた．

斯様に磁力漫佑の形からエネル

ギーが上居太集へ突入して来る

欺態がほど推察し得らる与の

で，其のエネルギーの源泉と考

へらる与彩眉媒費の模様と此等

。

の磁力饗佑及び短波消失経過 -10' 

等とを比較する事は必要であっ

て，此等三つの観測が同一場所

に於て賓施せらる主事が望まし 'r 
い．玄VIは精擾筒L中にかたり明

瞭に出プヒ饗化の例として掲げ

すむ

IV.~層型聾化の正規日霊化

に封ずる割合

本要報第 1巷第 1鋭に述べ

。

2, 

第 5 図



短量生滑失現象と地裁滋畿の祭化（i膨S報〉 49 

プヒ様に上居太鎮の電離密度を p.その嬰化を Apとし．太陽による自費佑磁場を F，彩居型費佑を

AFとすれば .AF/F=Ap/pと云ふ関係があり， .AF/Fは磁力記録上から求めらる Lから .Ap／ρを

知る事が出来る．此の方法で北方成分 Z 及び西方成分 Y に就いて AX，／~， AY1/Y，を求めでみ

た設に Ax，及び AYcは Z 成分及び Y 成分の彩暦型費化の大きさであって， x，及び Yeは

X成分及び Y成分の其の饗4起が生起した時刻に於ける自費化磁場の大きさである．是も正確に求

めらる hものは按幅最大附近であるから， AXtに就いては 9時から 11時及び 14時から 16時

の聞に起きたものをとり， AY，は 7時から 10時及び 12時から 16時の間に起をたものをとっ

た.Xt及びれは時刻が同一でも日毎に異たるけれ共，此底では 2596年から 2601~手までの聞に

於ける静穏日の平均から求めたものを採用した．斯様にして得たAXc/Xc及 .AY,/Y1の値の頻度・を

求め，補方を合算して戎裂に示す．

比 0.1 0.2 ();3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.0 1.1 1.2 1.3 1.4 1.5 1.6 

同数 41 31 24 14 IO 4 2 5 3 1 0 2 1 0 0 0 

此の表から見ると比治宝.lj、さい程同数が多く大きい，換言すれば Ax.c叉はAY1の大きい費現は極

めて小であって，磁力記録上に判別し得る費佑の大多数は比 0.5以下である事を示してゐる．前に

．得たチ山民仰のf直もとれに一致してゐる．たど注意すべきは AF/Fが1@Pち AFが大値目費佑の

援幅にも建する事がかたりある事である．ヲえに Ax，及び AY，を其の費生した時刻別に求め，各

時刻0に就いて其等の平均値をとって図示すると第 5圃の動線で示した曲線の様にたる．圏中世線

は 2596年から 2601年までの閉め静穏日の平均日鑓4乙である．彩暦型鑓4包が如何にE規日j鑓化と

一致するかど見られる．固から振幅最大のととろに就いて AX.,/Xe及 AYi/.Y‘を午前午後応分けて

求めて見ると吹衰を縛る．

午

牛

官官

後

dX1/X1 dYi/Yc dF/F 
0.21 

0.40 

0.16 

0.22 

0.19 

0.25 

平均 0,34 0.19 0.22 

1F前／牛後 0.68 0.7S 0.'16 

表中 iJFはv玄震工万？を Fは v'宕工Yrを表はしてゐる．此の AF及び Fには大地に誘

導するこ戎電流の影響が入って居払上居の一次電流によるものは Ftt:於ては大値賀郡l憶の 0.7

位と見てよいが， AFは Fの週期に比し大分小さいからをこれと呉1'J.る債をとる事とたる．然し

とhでは便宜上， Fと問機の割合に影響を受けてゐると見倣して比を求めてある．此の表から見る

と iJF/Fr.t午後の方が午前より約 596大で，午前及午後を平均したものの比は約 0.2であっ

て，此の事から短波滑失現象に伴ふ目痩佑暦に於ける電離密度の増加は，平均して卒常値の二割程



回 忽波郡守失~と地球磁揚の.鳴 くま存S報〉

度である事が知られる．

v. a襲化居の担割．

短波消失現象の際には E居以下のイオン密度治喝加し， Fi居及び F2居のイオン密度には鍵

化沙f認められたい∞．而して此の際の磁力鑓佑は磁力自費佑の振幅を増大する方向，．卸ちょ居太集

中日費化電流環の電伽封書加する様に起ってゐる事は既附随した．磁力目提佑は静穏な日でも其

の日其の日に於て極大及び極小の時刻，及び目提4乙曲糠治嘆の自の平均値の線と交叉する鈷の時刻
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虫E主主将守失現象と地球磁掲の密化 〈重野S報〉 51 

は互に多少ずれて居り同一ではない．然るに彩居型捷4むが比の自費4むに平行に起るのであるから，

此の費佑は上居太集中にあってs 自費必の原因とたる電流の存在する屠に起るもの，卸ち日鑓化も

彩暦型蓄を4ちも其の直接原因は上居太集中の閉じ居中にあると考へられる．此の代表的態化は第6飽

(1）に示してあるもので，此の事は第 5囲を参照すれば直ちに了解出来る事で②る．更に謹んで

彩居型饗化のあった線、ての日に挽いて調査した結果によると， 此の襲化は正規の同型化のみに読し、

τ云へるのみてな〈，一般に，其の時刻！こ説ける磁場の型化ま靖夫せしむる方向に起る事が判明し

た．極めて複雑に艶佑してゐる日では擾凱によるものと，彩層型鍵佑との中j別が困難である矯め，

比較的経やかた鑑賞Lの自に就いて，其の記録の例を第 8囲（2）以下に示した．圏中鮎線は 2596

3手から 2599年の四年間に於ける静穂目の平均値から求めた日艶佑であって，賀線は其の日の磁力

費佑を示し，直線は其の日の平均値を表はしてゐる．矢印は彩居型艶佑の起った方向を示し，此の

部の平行細線は彩居型費佑が起ってから終るまでの時聞を示してゐる．此害容の例は水平分力（H）の

方に多いのであるが此れは偏角（D）の記録感度より E の記録感度が約二倍隼も犬である事に因

る．田中（3),(4), (7），及び（9）等は最もよい例であって，正規日嬰佑の方向には起って居らず，擾

劃費4むを増加する様に起ってゐるのを明瞭に示してゐる.2596年から2601年の聞の彩居型費化で

上記の襲抱と逆方向に起ってゐるものがこつあったが，此等は何れも日艶佑曲線が平均値と交叉す

る時刻附近に起ったものであるから，あまり重視する必要はたいものであるよ

磁力接語Lのー戎的原因とたる電流坊位艇がトの何鹿にあるかは容易に決定されたい問題であるが，

大別して三つ治g怒へられる．即ちかLる電流は（I)Birknl姐 d＜のの去ふ様た月の軌道にも比すべを遼

方にあるか，或ひは Chnpman及び FerraroCめが其後費表した様にもっと地球に近く地球宇径の数

倍の距離にある様た兎も角太縦十にある場合（2）全電流が太集中にある場合（3).1及び2が同時

に存在する場合である.(1）の様友会電流が戎紛十にある事は現今では考へられたい事である. (2) 

の様に全電施が太集中にaうるかEうかは決定困難であるが充分攻究を必要とする問題である．但）の

場合の其の一部が太集中に存産するであろふと云ふ事は，少主主〈共高緯度地方に於ては極光及び其

の他の事から磁賓と考へられの，低緯度地方にも此の援歯L電流の一部が太集中を流れてゐるととが

信ぜられる《め。然らば此の一部擾乱電施が上居太気の何程の高さの慮にaうるか或ひは電離居中何れ

の居~if>るかと去五$が問題になる．此の事は高緯度地方に於ける様に電涜が細い帯欺をたゐると

考へらる L地域では，大値の高さを求める事が出来，其れによると大値 300kmから 400km位とた

がめ， F居附近叉はそれ以下。めとたってゐる．此の事は磁気嵐の際の電接居観測（111(12），の結果からも

信ぜらる hととるである治ち此の擾凱電流が自費化電流居と考へらる L E居叉は其れ以下の高さ

までも入り来ってゐるかどうかは問題である．然るに第6囲（2）以下に示した＊くの伊jから見ると，



52 短波消失現象と地主主滋おの盤化〈第S報〉

彩居型費4むは擾掲Ult流を増加する方向に起って居り，正規自費佑のみに目目するものではたい．圏中

(3), ( 4), (7), (9）及び（11）縛は共の最もよい例であって，此等の日は何れも柑擾凱む自に屈し五規日

痩化に於ては何れも平均値より小たる時刻に彩居型襲4むが生起してゐるにかLわらず，共の艶佑方

向は減少でたく増大方向をとり，其の時刻に於ける接貫L磁場の方向と一致してゐる．特に（9）の如

きは僅少の時間日鑓化磁場より襲位してゐる聞に，此の現象が起って居ム共の艶4むを増大する様

にたって居る.(6）及び（8）は擾銑自に於ける現象であって此の場合にも問機た結果にたってゐる．

もし短波泊誠現象の際に磁無擾霞Lがあっても，紫外線は E腸及び其れ以下にのみ影響を奥へ， Fi

及びれには影響したいものとすれば，上越の事から援筒L電流は日艶化居までも到越してゐる事と

たる．磁無風の際の電離府連組観測によると E居の電離が増してゐる事を示してゐる〈助が此等は

上配の日艶必勝の掻謁Ltt:封する有力た基礎を奥へるものである．接凱の際には目提化居に減る L擾

凱電流とその他の場所に存在する擾鈍電流の強さが互に比例せず，叉其の艶4むの位相等も呉たるも

のとすれば，彩居型艶4むの生起は必ずしも掻嵐電流制Hの方向には起らたい事になる．従って上記

の磁力記録より得られた事質が存高する第めには，各存在場所に於ける擾I.電流の位相は日鑓佑居

に於ける擾露Lm流の位相と穴1.tる相違左〈，其の強さは互に比例してゐ怠ければたらない，居。厚

さを数百粁としても地球半径に比しては比較的薄い殻と考へらる Lから，かムる僚件は満足さる L

ものと思ふ．此れから考へるとあまり大でたい鑓凱に於ては太鮒M於ける電流の存在に封して否

定的の結果を奥へるものであって，擾乱電流の主流は太集中を流れ，其の一部は目提佑居にも入り

来ってゐると考へる方が受賞の様に思はれる．大きい磁気嵐の際にも拘置凱主電疏が太集中にのみ

存在するか，或ひは叉常に金接~電流が目提佑居のみに存在するか等の問題は考察の主貼とたるも

ので，か与る問題は単に磁場の観測のみでは一義的に決定する事は不可能であって，他。有力た要

素，例へば無触による租々の現象等を費料としたければ解決出来~い問題でおる．

VI.梅聾

1. 明瞭主主彩府型艶抱は太陽黒鈷般の麹化よりi盛れて艶4むずる傾向がある．

3. 彩居型艶4むの型を戎の三つに分ける．

I. V字紙稜佑

II. 振動性艶佑｛〈イ〉比較的長週期接動
1ぐり按細張動

m.大きく長時間の費佑

2. 短波消失現象も彩居型饗佑も共に夏期に多〈冬期に少たい

4. 短波消失の際の自費必勝の電離密度費佑は平均で平常値の約2割程度である．

5. 彩居型艶佑は正規自費•,ftのみたらず其の時期jに於ける磁力鑓佑を増大せしむる方向に起る．
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6. 擾乱電施の一部は日袈佑居中にも存在すると考へられる．

(1）修1執 本 喪報集 1傘悠 1銀賞 18-19（昭和 13&J!) 

爺 2報．本喪報．量移S巻鎗 1滋賀 21-22（昭和 16&J!) 

曲

(2) R. G. Giov組邑1Iiand A. J. Bi毘冒.'.Ferr. Mag. and Atmos. Elec. VoL.弘 No.2. pp. IS.1-187(1!>39) 

（め平山録， ~Sl.$11主， 1lt 2斡．責務 16傘，然 11!12，頁 421-480く昭和 18&J!) 

(4) L. V. Berkner and H. W. Wells. Terr. Mag.姐 aA加 oe.Elec. Vi。I.No. 8. pp. 801－剖9.(1937）悠

(5) K. Birkeland. The Nor曹egianAurora Polaris Expedition 1902-3. Vol. 1. PP. 

(6) S .. Ohapm11n and V.0.A. Feηaro. Terr. M.ag. and .Atmos. Elec. VoL 86 No. 3 p. 185 (1931) 

(7) S. Chapman. Terr. Mag. and Aもmo日.Elec. Vol..40. No. 4. pp. 349-370 (1935) 

(8) H. H叫akeyama.The Geophysical Magazine. Vol. Xll. No. 1. 2. pp. 16-M. (26紛

(9) A. H. R. Goldie. Trans. Roy. Soc. Edin. Vol. 67. pp. 143-177 (1931) 

(10) A. G. McNi曲.Terr. Mag. and A紅nos.Elec. Vol. 48. No. 1. pp. 61-75 (1988) 

(11) L. V. Berkner~ H. W. Wells and S. L. Seaton. Terr. Mag. and A加 oe'.Elec. VoL 44. No. 3. 

pp. 283-Sll (1939) 

(12) L. V. Berlmer and S. L. Beaton. Terr, Mag. and Atmos. Elec. Vol. 45. No. 4. pp. 398-418' 

(l倒的

（昭和 18年 9月 於柿岡地磁筑観測所〉



Radio Fade-Outs and VariaもionsofぬeEarth's Magneもism

By. 8. Iw.Mrrr. 

6 

Ae the third rep(>rt on the varia色ionsofぬeearぬ’smagnetism accompanied with radio fade-ou色s,

the followiog points nre d曲 crived.(wecall色hesem噌neticvariat lone ptovisionary“Chromospherical・
iype VILria~fon ''). 

J. Freq・aency of occurrence ofぬesetwo phe:Do回 ena..

!!. Sea向 nalvariation ・of these two phenomena. 

3. Ty伊sof Ohr'onospherlcalもypevariations. 

4. Ratio of increase of ionisation when radio fode-outsα:curs to ordinary ionisation in diurnal 

V品ria色：onlayer of色heeart.b magnetism. 

6. Diet町 banceof色hislayer. 

On Earth-Current Potentials at Memanbetu, lsigaki仙 dNemuro. 

By Y. YoxotrrL 

Continuous registrations of eart.h・current伊鈎ntialsat Memanbet.u, Jsigaki and NetnJiro were 

carried out in June 1936, Crom September to October l鈍Iand from Januaryぬ Febraaryl鈍S

respectively. The di町 nalvariation and鈴meother obs由rvedfacts are descr;b:d岨 ddiscll鴎 d,

comparing臨海ewiめ色heaim叫愉a駒田 obeorvatio国 atぬeKakioka and色heToyobara.抵agnctもic

Obee刊温.tortes.

Variations of Earth-Current Potentials rela飴dto 

the Tottori Conspicuous Earもhquake,September 10, 2603 (1948). 

by. T.司E叩 UU.TU.

Variations of帥 rtb-c凶 entpo5entials occured before色he曲ithqua加 andthose accompa凶edwith 

ite aft.er喝l.ioc加島問 reported.Similar resn ts as凶もheprevioae in,・estiga&ions are nlao obtained. 

比 Utumi:An &p開ndanも匂 tbe“On出e!:;pee勿幽 ofthe lightni1副g.''Vol. 4, No. 1. p. l. 


